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V
平
成
十
二
年
七
月
十
四
日
(
金
)

第
十
四
回
総
会
・
大
会
案
内
も
兼
ね
た
会
報
第
五
十
八
号
を
発
行
。
掲
載
記

事
は
大
会
の
日
程
や
研
究
発
表
者
な
ど
の
レ
ジ
ュ
メ
、
第
五
十
二
回
例
会
報
告

「
波
聞
を
か
け
る
潮
風
の
よ
う
に
、
し
ま
な
み
ア
l
ト
を
駆
け
巡
っ
た
章
魚
(
た

と
)
足
例
会
」
(
報
告
者
・
津
島
由
里
子
)
を
掲
載
し
た
。

V
平
成
十
二
年
七
月
二
十
九
日
(
土
)

第
十
四
回
総
会
・
大
会
を
広
島
市
南
区
の
県
立
広
島
女
子
大
学
で
開
催
し
た
。

午
前
十
時
か
ら
十
時
半
ま
で
が
総
会
。
進
行
役
は
広
島
大
学
の
安
西
信
一
委
員

が
務
め
た
。
金
田
晋
代
表
委
員
の
開
会
挨
拶
の
後
、
開
催
会
場
で
あ
る
広
島
県

立
女
子
大
学
の
石
川
一
委
員
が
歓
迎
の
挨
拶
と
会
場
や
会
場
周
辺
の
説
明
を
し

た
。
続
い
て
金
田
代
表
委
員
が
水
島
裕
雅
委
員
を
議
長
に
指
名
、
議
事
に
入
つ

た
ま
ず
最
初
に
長
田
年
弘
委
員
が
平
成
十
一
年
度
の
事
業
報
告
と
決
算
報
告
、

続
い
て
倉
橋
清
方
監
査
委
員
が
監
査
報
告
を
し
、
そ
れ
ぞ
れ
承
認
さ
れ
た
。
引

米

公

子

門

き
続
き
、
長
田
年
弘
委
員
が
平
成
十
二
年
度
の
事
業
計
画
と
予
算
案
を
提
出
し
、

そ
の
ま
ま
承
認
さ
れ
た
。
そ
の
後
青
木
孝
夫
委
員
が
二
つ
の
報
告
を
行
っ
た
。

一
つ
は
年
報
の
末
尾
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
当
学
会
会
則
「
三
、
事
業
」
の
項
目

に
「
年
報
」
を
加
え
る
こ
と
。
ま
た
、
来
年
度
は
委
員
改
選
や
投
稿
規
定
に
つ

い
て
見
直
し
を
行
い
た
い
の
で
、
前
も
っ
て
原
案
を
会
員
に
送
付
す
る
つ
も
り
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で
あ
る
と
発
言
し
た
。

十
時
か
ら
い
よ
い
よ
大
会
開
始
。
午
前
中
に
二
つ
の
研
究
発
表
を
行
っ
た
。

ト
ッ
プ
バ
ッ
タ
ー
は
社
会
人
で
広
島
女
学
院
大
学
大
学
院
に
在
籍
中
の
鈴
木
柴

子
氏
。
「
い
け
ば
な
の
変
選
|
盛
花
流
行
の
背
景
」
と
題
し
、
歴
史
と
と
も
に

変
化
す
る
い
け
ば
な
に
つ
い
て
、
明
治
期
在
中
心
と
し
た
変
遷
に
焦
点
在
当
て
、

生
花
か
ら
盛
花
へ
の
歴
史
的
受
容
の
変
化
を
考
察
し
た
。

二
番
目
の
発
表
者
は
、
広
島
大
学
大
学
院
の
能
登
原
由
美
氏
。
発
表
の
タ
イ

ト
ル
は
「
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
パ

1
ド
の
創
作
活
動
に
お
け
る
楽
譜
出
版
の
意
味
」
。

こ
れ
ま
で
の
パ

l
ド
研
究
で
は
、
バ
ー
ド
と
楽
譜
出
版
と
の
問
題
に
つ
い
て
あ

ま
り
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
が
、
同
氏
は
パ

l
ド
の
創
作
活
動
に
と
っ
て
楽
譜
出



版
の
持
つ
意
味
は
大
き
い
と
考
え
、
こ
の
部
分
に
焦
点
を
当
て
て
発
表
し
た
。

午
後
の
最
初
の
発
表
者
は
広
島
国
際
学
院
大
学
の
岩
崎
峰
子
氏
。
ベ
ン
・
ジ

ョ
ン
ソ
ン
の
『
黒
の
マ
ス
ク
』
と
い
う
戯
曲
そ
対
象
に
、
パ
ト
ロ
ン
で
あ
る
ジ

エ
1
ム
ス
六
世
の
(
あ
る
い
は
そ
の
周
辺
の
人
々
の
)
意
を
受
け
て
の
作
品
創

作
と
い
う
面
に
光
を
当
て
て
発
表
を
行
っ
た
。
タ
イ
ト
ル
は
「
『
黒
の
マ
ス

ク
』
」
に
つ
い
て
の
一
考
察
」

京
都
・
国
際
日
本
文
学
研
究
セ
ン
タ
ー
の
マ

i
ク
・
メ
リ
氏
は
、
欧
米
に
お

け
る
日
本
美
学
の
研
究
に
つ
い
て
発
表
し
た
。
タ
イ
ト
ル
は
、
「
異
文
化
解
釈

と
し
て
の
美
学
の
価
値
と
可
能
性
老
巡
っ
て
」
。
あ
る
文
化
を
他
の
文
化
と
比

較
す
る
こ
と
の
難
し
さ
を
改
め
て
浮
き
掘
り
に
す
る
発
表
だ
っ
た
。

大
会
の
締
め
く
く
り
は
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
日
本
的
感
性
の
特
徴
と
歴
史

性
」
。
司
会
は
青
木
孝
夫
氏
(
広
島
大
学
)
、
パ
ネ
リ
ス
ト
は
太
田
孝
彦
氏
(
同

志
社
大
学
)
、
水
島
裕
雅
氏
(
広
島
大
学
)
、
萱
の
り
こ
氏
(
大
阪
教
育
大
学
)
。

太
田
氏
は
、
書
画
の
展
示
法
が
、
日
世
紀
半
ば
に
確
立
し
た
こ
と
を
多
く
の
画

像
資
料
で
示
し
た
。
水
島
氏
は
明
治
期
に
文
学
の
モ
デ
ル
が
中
国
か
ら
西
洋
へ

シ
フ
ト
し
た
際
の
可
能
性
の
現
場
に
立
ち
戻
る
べ
く
、
詩
歌
感
を
一
変
さ
せ
た

『
新
体
詩
抄
』
を
精
査
し
た
。
萱
氏
は
「
書
は
芸
術
か
」
を
め
ぐ
る
小
山
正
太

郎
と
岡
倉
天
心
の
論
争
(
明
治
同
年
)
お
よ
び
揚
守
敬
の
来
日
(
明
治
日
年
)

を
取
り
上
げ
、
書
に
と
っ
て
の
近
代
の
多
義
性
を
解
明
し
た
。

大
会
後
、
ピ
ヤ
ガ
ー
デ
ン
で
懇
親
会
を
開
催
。
参
加
者
は
お
名
だ
っ
た
。

V
平
成
十
二
年
九
月
五
日
(
火
)

会
報
第
五
十
九
号
を
発
行
。
巻
頭
言
は
倉
橋
清
方
氏
の
「
境
界

カ
ミ
と
ヒ

ト
の
領
域
」
。
「
自
然
の
営
み
は
人
智
の
及
ば
ざ
る
と
こ
ろ
、
い
わ
ば
カ
ミ
の
領

域
」
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
最
近
の
ヒ
ト
は
、
遺
伝
子
操
作
や
ヒ
ト
・
ゲ

ノ
ム
の
解
読
な
ど
、
ま
さ
に
カ
ミ
の
支
配
の
聖
域
に
踏
み
込
も
う
と
し
て
い
る

こ
と
へ
の
危
倶
を
綴
っ
た
。

大
会
報
告
は
、
岩
崎
峰
子
氏
の
「
『
黒
の
マ
ス
ク
』
に
つ
い
て
の
一
考
察
」

(
報
告
者
・
大
山
範
子
氏
)
、
マ

l
ク
・
メ
リ
氏
の
「
異
文
化
解
釈
と
し
て
の
美

学
の
価
値
と
可
能
性
を
巡
っ
て
」
(
報
告
者
・
長
迫
英
倫
)
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

「
日
本
的
感
性
の
特
徴
と
歴
史
性
」
(
報
告
者
・
安
西
信
一
)
を
掲
載
。

自
由
コ
ラ
ム
に
は
、
哀
葉
氏
が
、
「
月
下
情
懐
」
と
題
し
て
、
中
国
で
開
催
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さ
れ
た
「
東
方
美
学
国
際
学
会
」
に
参
加
し
た
研
究
者
た
ち
の
心
温
ま
る
交
流

風
景
を
寄
稿
し
た
。

V
平
成
十
二
年
九
月
十
二
日
(
火
)
3十
七
日
(
白
)

広
島
芸
術
学
会
第
三
回
芸
術
展
示
「
制
作
と
思
考
」
を
広
島
県
立
美
術
館
・

県
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
開
催
。
出
品
者
は
会
員
四
十
九
人
。
今
回
は
さ
ま
ざ
ま
な

ジ
ャ
ン
ル
の
会
員
が
い
る
広
島
芸
術
学
会
ら
し
く
、
「
広
島

2
G
o
o
-境
界

と
交
流
」
を
テ
l
マ
に
か
か
げ
、
詩
人
や
学
芸
員
ら
も
作
品
を
出
品
し
た
。
入

場
者
数
は
約
千
五
百
人
。
こ
の
企
画
は
反
響
を
呼
び
、
中
国
新
聞
に
も
写
真
入

り
で
大
き
く
掲
載
さ
れ
た
。



会
期
中
の
九
月
十
五
日
(
金
)
に
第
五
十
三
回
例
会
「
本
音
で
語
ろ
う
|
私

の
制
作
」
と
題
す
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
同
美
術
館
・
講
堂
で
開
催
。
司
会
は
比

治
山
大
学
の
寺
本
泰
輔
氏
、
パ
ネ
リ
ス
ト
は
、
芸
術
展
示
に
作
品
を
出
品
し
た

才
田
博
之
氏
(
平
面
造
形
)
、
沼
本
秀
昭
氏
(
平
面
造
形
〉
、
木
本
一
之
(
金
属

造
形
)
、
椎
木
剛
氏
(
書
)
、
藤
土
千
浩
氏
(
音
楽
・
生
活
美
学
)
の
五
人
。
制

作
現
場
か
ら
の
本
音
を
語
っ
た
。

V
平
成
十
二
年
十
二
月
五
日
(
火
)

会
報
第
六
十
号
を
発
行
。
巻
頭
言
は
広
島
市
現
代
美
術
館
学
芸
員
の
出
原
均

氏
が
、
「
台
北
と
上
海
の
旅
」
を
執
筆
。
台
北
と
上
海
で
開
催
さ
れ
た
ア
ー

ト
・
ビ
エ
ン
ナ
ー
レ
に
行
っ
た
時
の
印
象
を
書
い
た
。

第
十
四
回
大
会
・
野
登
原
由
美
氏
の
発
表
「
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
パ

1
ド
の
創
作

活
動
に
お
け
る
楽
譜
出
版
の
意
味
」
に
つ
い
て
の
報
告
は
上
野
仁
氏
が
、
第

五
十
三
回
例
会
に
開
催
し
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
本
音
で
語
ろ
う
|
私
の
制
作
」

に
つ
い
て
の
報
告
は
亀
井
勝
朗
氏
が
担
当
し
た
。

新
聞
に
掲
載
さ
れ
た
広
島
芸
術
学
会
第
三
回
芸
術
展
示
の
記
事
の
コ
ピ

l
も

掲
載
し
た
。

V
平
成
十
二
年
十
二
月
十
六
日
(
土
)

第
五
十
四
回
例
会
を
広
島
県
立
美
術
館
・
講
堂
で
開
催
、
二
つ
の
研
究
発
表

一
つ
目
は
広
島
大
学
大
学
院
工
学
研
究
科
の
富
田
英
夫
氏
の
「
パ

を
行
っ
た
。

ウ
ハ
ウ
ス
関
連
建
築
作
品
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
・
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
ス
に
よ
る
再
表

現」。

C
G
制
作
過
程
に
お
い
て
幾
何
学
立
体
群
を
組
み
合
せ
て
で
き
る
構
成

主
義
的
な
形
態
特
性
の
ほ
か
、
色
彩
、
素
材
感
、
照
明
な
ど
の
表
現
効
果
を
確

認
し
つ
つ
、
モ
ダ
ニ
ズ
ム
の
建
築
デ
ザ
イ
ン
の
真
髄
を
解
き
ほ
ぐ
し
た
。

二
つ
目
は
、
広
島
市
内
で
会
社
経
営
を
す
る
傍
ら
、
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
と
し
て

「
移
民
・
海
外
移
住
」
の
テ
1
マ
に
取
り
組
ん
で
い
る
小
林
正
典
氏
の
発
表
。

タ
イ
ト
ル
は
「
現
代
日
本
と
〈
移
民
・
海
外
移
住
〉
を
考
え
る
」
。
過
去
と
現
在

を
比
較
し
つ
つ
、
「
移
民
(
海
外
移
住
)
」
そ
し
て
日
本
と
世
界
に
つ
い
て
語
っ
た
。

V
平
成
十
三
年
二
月
二
十
七
日
(
火
)

会
報
第
六
十
一
号
由
化
発
行
。
巻
頭
言
「
平
和
と
音
楽
と
教
育
と

1
あ
る
音
楽
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大
学
の
現
在
」
を
エ
リ
ザ
ベ
ト
音
楽
大
学
教
授
の
伴
谷
晃
ニ
氏
が
書
い
た
。

内
容
は
、
昭
和
二
十
三
年
に
県
公
認
の
広
島
音
楽
学
校
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し

た
同
大
学
の
歴
史
や
現
在
の
状
況
な
ど
に
つ
い
て
。

第
五
十
四
回
例
会
の
冨
田
英
夫
氏
の
発
表
「
パ
ウ
ハ
ウ
ス
関
連
建
築
作
品
の

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
・
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
ス
に
よ
る
再
表
現
」
の
報
告
は
松
田
弘
氏
が
、

小
林
正
典
氏
の
「
現
代
日
本
の
『
移
民
・
海
外
移
住
』
を
考
え
る
」
の
報
告
は

大
山
智
徳
氏
が
書
い
た
。

二
つ
の
イ
ベ
ン
ト
リ
ポ
ー
ト
も
掲
載
。

氏
に
よ
る
「
広
島
に
文
学
館
を
!

一
つ
目
は
、
広
島
大
学
の
水
島
裕
雅

市
民
の
会
」
。
こ
の
会
の
設
立
の
経
緯
を

説
明
し
た
。



広
島
市
立
大
学
の
大
井
健
地
氏
が
寄
せ
た
イ
ベ
ン
ト
リ
ポ
ー
ト
は
、
「
新
世

代
の
子
ど
も
平
和
像
の
運
動
」
に
つ
い
て
。
平
和
像
を
建
て
よ
う
と
、
広
島
の

高
校
生
が
中
心
に
な
っ
て
活
動
し
て
い
る
会
へ
の
参
加
と
協
力
を
呼
び
か
け
た
。

V
平
成
+
三
年
三
月
十
日
(
土
)

第
五
十
五
回
例
会
を
ひ
ろ
し
ま
美
術
館
・
講
堂
で
開
催
。
研
究
発
表
の
前
に

開
催
中
の
特
別
展
「
古
伊
万
里
の
す
べ
て
」
を
観
賞
し
た
。
同
美
術
館
の
渡
辺

淳
子
学
芸
員
の
解
説
付
き
だ
っ
た
の
で
、
よ
り
深
く
観
賞
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

一
つ
日
の
研
究
発
表
は
、
広
島
大
学
大
学
院
の
李
恩
和
氏
の
「
広
島
県
所
在

の
韓
国
鐘
に
つ
い
て
|
不
動
院
の
鐘
を
中
心
に
」
。
広
島
県
所
在
の
三
口
の
高

麗
究
鐘
が
ど
の
よ
う
な
経
路
で
寺
に
置
か
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
か
、
研
究
の

成
果
を
発
表
し
た
。

続
い
て
、
岡
山
大
学
教
育
学
部
の
赤
木
里
香
子
氏
が
、
「
明
治
期
に
お
け
る
毛

筆
画
教
科
書
の
変
容
l
南
画
ブ

l
ム
か
ら
水
彩
画
ブ

l
ム
へ
|
」
と
題
し
て
発
表

を
行
っ
た
。
近
代
日
本
の
美
術
教
育
史
研
究
に
お
け
る
課
題
と
し
て
挙
げ
ら
れ

る
毛
筆
画
教
育
時
代
(
明
治
二
十
年

i
三
十
年
代
半
ば
)
の
実
態
解
明
を
行
っ
た
。

V
平
成
十
三
年
五
月
十
五
日
(
火
)

が
執会
筆報
。第

タ六
イ十
トニ
ル号

は実
も fz
っ
と巻
静璽
け i百
さは
を帝
1 塚
美山
は学
静院
寂室
とナ
沈金
…-P 浦
五雪
?郎
己氏

で
、
現
代
の
日
本
社
会
は
、
音
で
あ
ふ
れ
す
ぎ
て
い
な
い
か
と
問
い
か
け
た
。

第
五
十
五
回
例
会
の
報
告
が
三
本
。
ひ
ろ
し
ま
美
術
館
で
鑑
賞
し
た
「
古
伊
万

里
の
す
べ
て
」
(
報
告
者
・
水
木
洋
子
)
、
李
恩
和
氏
の
発
表
「
広
島
県
所
在
の

韓
国
鐘
|
不
動
院
の
鐘
を
中
心
と
し
て
l
」
(
報
告
者
・
表
絵
美
子
)
、
赤
木
里

香
子
氏
の
発
表
「
南
画
プ

l
ム
か
ら
水
彩
画
ブ
l
ム
へ
」
(
報
告
者
・
森
園
敦
)
。

イ
ベ
ン
ト
リ
ポ
ー
ト
の
一
つ
自
に
、
広
島
大
学
の
水
島
裕
雅
氏
、
か
前
号
に
掲

市
民
の
会
』
に
つ
い
て
」
の
続
報
、
「
『
朗

載
し
た
「
『
広
島
に
文
学
館
を
!

読
会
&
広
島
の
文
学
を
語
る
』
に
つ
い
て
」
老
寄
稿
。

も
う
一
つ
の
イ
ベ
ン
ト
リ
ポ
ー
ト
は
、
広
島
市
現
代
美
術
館
の
出
原
均
氏
が

書
い
た
「
ア

l
ト
・
ク
ロ
ツ
シ
ン
グ
」
。
紙
屋
町
地
下
街
、

シ
ャ
レ
オ
の
オ

l

プ
ン
に
合
わ
せ
て
開
催
さ
れ
た
「
ア

l
ト
ク
ロ
ツ
シ
ン
グ
広
島
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

2
0
0
l
ス
プ
リ
ン
グ
」
展
の
感
想
を
書
い
た
。
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V
平
成
十
三
年
六
月
二
日
(
土
)

と
の
時
期
に
は
恒
例
と
な
っ
て
い
る
野
外
例
会
。
今
回
は
筆
の
産
地
と
し
て

全
国
的
に
知
ら
れ
る
安
芸
郡
熊
野
町
を
訪
ね
た
。
見
学
コ
!
ス
は
、
「
筆
の
里

工
房
」
「
高
本
製
作
所
」
「
高
本
製
作
所
展
示
室
」
の
三
ケ
所
。
筆
づ
く
り
の
行

程
や
展
示
場
を
見
学
し
た
。
参
加
者
は
十
五
名
。

《
平
成
十
三
年
六
月
三
十
日
現
在
、
法
人
会
員
九
法
人
、
個
人
会
員
二
百
四

十
一
名
(
特
別
会
員
五
名
、
一
般
会
員
二
百
十
名
、
学
生
会
員
二
十
六
名
)
》
。

(
こ
め
か
ど
・
き
み
こ

広
島
芸
術
学
会
事
務
局
)




